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［主要作品集］
小説集  『은어낚시통신（鮎釣り通信）』1994
『남쪽 계단을 보라（南方の階段を見よ）』 
『많은 별들이 한곳으로 흘러갔다（多くの星が一ケ所に流れていった』1999
『제비를 기르다（ツバメを育てる）』2007
『대설주의보（大雪注意報）』2010　　「草上の昼食」を収録。新潟が舞台　
長編　　『옛날 영화를 보러갔다（昔の映画を見にいった）』1994
 『미란』2001

 『눈의 여행자（雪の旅行者）』 新潟が舞台になっている
『호랑이는 왜 바다로 갔나(虎はなぜ海にいったか)』2005
（ウィキペディア）
小説集『鮎釣り通信』が大きな反響を呼び、90年代の代表作家として浮上した。政治と社会に対する無関心、都会的な感受性、手作業のこまやかさを感じさせる美文などが評価された。2000年代初めに2年間済州島で創作活動をし、現在はトンドク女子大学文芸創作科教授。ダンディズムと個人主義的な世界を描写した作品が多い。
「草上の昼食」
構成　5章
登場人物　

・主人公「나」：ただし、第3章まではほとんど主語として出てこない。一人身の母に育てられ、詩人を夢見て大学文科へ。3年生のとき軍隊に行き、卒業後は記者になる。
・妻「아내」：銀行員だったとき主人公と見合いし、2000年に結婚。冬、息子を産む。
・연우：ただし第3章までは「彼」。妻には大学のときの知り合いということで、ぼかして（막연히 둘러댔다）あるが、大学のころから主人公とともに수연を愛していた。ソウル出身。外科医の父の反対を押し切って芸術家の道を歩んだ。3年生で入隊し、卒業後はフランスに行き、最近帰ってきた。週に2回非常勤講師をし、あとはフリーランサーで生活。
・수연：　ウルサン出身。8歳のとき母を失った。父は鯨肉食堂経営者。ドイツ在住。
　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 3月。今日は日曜日で結婚記念日。予定では友人の展示会に3時前に到着し、すぐにそこを出て、家族3人で劇を見たあと南山桜祭りを見物して南山タワーで食事の予定だった。ところが道に迷って時間がなくなる。
「홍인지문」「이대동대문병원」「섬마을길」「대안공간」
２．友人はビデオアートに転向しており、今回のテーマは「時間の不意打ち（시간의 엄습）」だった。수연の話を聞きたいと思うが、妻の手前、切り出せなかった。退屈したらしい妻は子供を連れて東大門ショッピングセンターに行ってしまう。スヨンは帰国していなかった。
　　「대안공간」の構造　「흉가」「이 동네 전체가 하나의 거대한 미술품」 
３．（過去回想）
？　　　　大学1年生のとき、美学研究サークルで知り合う。3人、恋人の間柄になる

？　　　　2年生の春、スヨンを迎えにウルサンに行く。帰途、반구대 암각화と천잔리 각석を見てから昼食をし、草上で写真を撮る

？　　　　3学年を終えて、主人公とヨヌが入隊する

？　　　　スヨン、卒業。国展に落選して失意の日々　

？　　　　主人公とヨヌ、除隊、復学

？　　　　主人公とヨヌ、卒業。（在学期間6年半～7年）新聞社就職、パリ留学

1996年、主人公とスヨンがパリのヨヌを訪ねる。スヨンがパリへ行くことを決める
1998年、スヨン、ヨヌの娘を出産

1999年、主人公が妻と見合いをする
2000年、結婚して、冬に息子が生まれ、過去のことを次第に忘却

現在　＝　2008年
４．いまではスヨンは図書館勤務のドイツ人と結婚してハイデルベルグに住んでいる。ヨヌは10歳の娘を連れて帰国したのだった。話を聞き終わった主人公は煙草を買いに外にでて近くをさまよう。ヨヌの娘が来て、妻と息子ももどり、いっしょに夕食を食べにフェファ洞に行くことになる。
「그 폐허와 다름없는 골목에서 나는 무엇을 기다리고 있는 것이었을까?」
５．6時ころ、突然スヨンがあらわれ、娘と対面し、みんなで夕食を食べに行った。3人は昔の話をし、妻は素知らぬ顔をしている。帰りの車のなかで、妻は草上の昼食の写真を見たことを告白する。
「感想」

· 読みやすい。さらっと読めてしまった。美しい小説。

· 気分よく読んで、そのあと「だから何」と思った。もしかしたらつまらないのかも。

· 美しいものを見たと思えばいい。清涼飲料水を飲んだ気分。

· マネの絵「草上の昼食」を知らなかったので、よくわからなかった。

· 韓国人が経済的に豊かになったことを感じさせる。

· 絵画のような小説。ある3月の日曜日、日常空間のすぐそばにありながら気づかない非日常空間、それももうすぐ消滅する空間（梨大東大門病院はすでに廃院になった。ほかも再開発が近いはず）にまぎれこみ、「時間の不意打ち」をくらう。明日になれば、また日常生活が始まる。

· 現実の景色がきれいに加工されているような描写。実際の東大門付近の路地はもっと汚いのではないか。臭いがしない。
· ロード・ムーヴィー「コレサニャン」を連想させる。

· 作者は自分がもっている知識を動員し、ちりばめて絵画のような小説を作り上げているという印象をもった。マネの絵、韓国の先史時代の壁画、ウルサンの鯨漁、東大門の古い地区と代案空間、パリ、アヴィニョンなど。

· 2人の男性に女性1人という関係は驚いたが、どろどろしていない。

· 人間のどろどろした姿ではなく、「草上の昼食」という絵に触発された一幅の絵画を描いた小説。
